
活動団体の活動地域：愛媛県久万高原町
活動団体名：愛媛大学・(株)林業商社天空の森
中間支援主体名：久万高原町

活動団体の活動におけるテーマ
『地域循環共生のための森林アクションプラ
ンの作成と関係者協議』

令和6年度
地域循環共生圏づくり支援体制構築事業

キックオフミーティング 資料
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活動団体と地域の紹介
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○愛媛大学
社会共創学部学部理念「地域とともに学び、地域とともに未来へ。」

社会共創学部３つのポイント
１. 文理融合の多彩な教育の展開
２. 「実践」プログラムでチカラを育む
３. 学部独自の徹底的なキャリア教育

「愛媛大学環境方針」 カーボンニュートラル推進室の設置（令和５年）

2050年カーボン・ニュートラル、脱炭素社会の実現に貢献すべく、令和５年４月１日付で全学組織と
して「カーボンニュートラル推進室」を設置し、「SDGs 推進室」とも連携しながら、キャンパスのゼ
ロカーボン化、地域のゼロカーボン化を推進

参考：
愛媛大学社会共創学部HP（https://www.cri.ehime-u.ac.jp/about/idea/ https://www.cri.ehime-u.ac.jp/about/point/）
愛媛大学「環境報告書 2023」（https://shisetsu.office.ehime-u.ac.jp/contents/kankyoukanri/wp-
content/uploads/sites/9/2023/09/b33efc592e536c62c7417f0e612b4489.pdf）
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活動団体と地域の紹介

3令和4年2月14日 設立総会における社名看板除幕式の様子、出資者ほか
関係者の皆様と



活動団体と地域の紹介
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令和4年度から受託している
「地域おこし協力隊育成業務」の様子



総面積 58,369ha（県内最大）
森林面積 52,518ha（林野率90％）
人工林面積 34,859ha（人工林率84％）
人口 7,267人（高齢化率49.92％,R5.6現在）

活動団体と地域の紹介
○久万高原町の地域の紹介
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活動団体と地域の紹介
○久万高原町の地域の紹介
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• 西日本最高峰の「石鎚山」
• 日本三大カスルトの「四国カルスト」
• 日本一の清流「仁淀川」の上流「面河渓」
• 高原野菜トマト、ピーマン、清流米
• 四国88か所霊場

44番札所「大寶寺」45番札所「岩屋寺」
• 大寶寺へ赴任、還俗した井部栄範が明治5(1872)年来、植
林を推進したことに端を発し、お弟子方々（秋本氏、梶
川氏、成川氏、岡氏、竹内氏）が志を継ぎ、林業地とし
ての更なる発展を図る。

• 愛媛県市町村別素材生産量ランキング第1位、シェアにし
て40％強、20万m3弱の丸太を伐り出す林業地
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地域の現状
久万高原町は脱炭素による地域課題の解決のために、脱炭素先行地域への応募を目指しており、
木質バイオマスエネルギーを含めた再生可能エネルギーの導入を検討している。木質バイオマス
エネルギー事業では、林地残材を使うが、その安定供給と持続的な森林利用、さらには、町の新
事業の創生や環境サステナビリティ向上のための長期的な森林アクションプランを検討している。

地域循環共生圏の構築を通じてありたい地域の姿
町の林地残材を使ったエネルギー生産、森林利用に関するアクションプランが実行され、2030
年には、脱炭素、生態系保全、防災対策のための費用対効果の高いサステナブルで先端的な森林
経営が始まっている。木質バイオマスエネルギー事業、森林のグリーンインフラ事業、森林エコ
ツアーなど森林を利用した観光業が始められている。2050年には、町内の広葉樹が増えるなど
により、森林生態系や景観の改善が進み、地域への観光・エコツアーがさらに広がっている。

・林業商社天空の森と愛媛大学の２者で、久
万高原町の木質バイオマス資源の安定的な供
給や防災力の向上、生態系改善に繋がる森林
ゾーニングに向けたアクションプランを作成
する。
・木質バイオマスエネルギー事業、森林のグ
リーンインフラ事業、森林エコツアーなどの
事業創生を目指す。

森林アクションプランは、町の森林利用
の方向性を示す内容であるため、町内関
係者の合意が必要である。特に、プラン
の内容に実質性を与えるためには林業関
係者がこのプロセスに参加することが欠
かせない。このため、林業者や林家がな
るべく参加する体制や仕組みが必要であ
る。

ローカルSDGs事業として取り組む内容地域に必要なプラットフォームの体制や仕組み

活動計画（概要）



目指す“地域プラットフォーム”のイメージ
現時点での体制

足りない資源（ヒト、モノ、資金、情報、等）※地域内、外も含む

森林をサステナブルに利用するための根拠となるような科学的情報分析
森林をサステナブルに利用することに対する林業者、地域住民の協力
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久万高原町民

久万高原町その他林業関係者

久万高原町自伐林家

企業B（残材運搬会社など）

企業A（協力チップ工場など）

久万広域森林組合

愛媛大学 カーボンニュートラル推進室、

産学連携推進機構

久万高原町

（中間支援）
(株)林業商社天空の森

コアメンバー



3か年状態目標

2026年度末の状態目標

・地域のビジョンを描く（マンダラ作成）
・体裁を整える
・森林アクションプラン検討に向けた情報の整理・統合
・事業モデル提案、経済インパクト（仮）検討

2025年度末の状態目標

・仲間を探す
・森林アクションプラン検討に向けた情報収集

2024年度末の状態目標

・ワークショップや協議会の開催
・地域課題や資源を発掘する
・地域の人の話を聞き仲間をつくる
・森林アクションプランに向けた情報収集
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3月2月１月12月11月10月9月8月7月６月5月4月

共通の予定

活動団体の予定①

活動団体の予定②

中間支援主体の予定
①

中間支援主体の予定
②

◆中間支援ギャザリング①

◆中間報告会

活動計画

ステークホルダーミーティングを1回以上開催

◆中間支援ギャザリング②

◆キックオフ（ブロックごと） 中間共有会
（ブロックごと）

経費執行可能期間

体制づくり 仲間を探す

◆ワークショップ（WS）①
を模擬的に大学授業で実施

◆WS②
町内 ◆WS③

町内

森林アクションプランの情報収集

体制づくり

WS開催の支援（参加者の紹介、広報活動）

林業、脱炭素、生態系保全、防災対策に関する町のエビデンスや政策情報のレクチャー

治山事業、施業、森林調査時などの現地視察のアレンジや随行

各分野の専門家の紹介や成功事例の紹介など、情報収集の補助



中間支援主体より

中間支援主体の紹介

前述の多大な丸太の伐出量を背景に、林地残材などの利用されていない木材資源
の賦存量は大きいとされるが、現状、木質バイオマス発電等の具現化にはまだ
至っておらず、各方面から鋭意検討を進めており、その一環としても本事業に参
画している。

ワークショップの開催に関して、会議室などを提供したり、参加者を紹介した
り、参加者への広報活動を行ったりするなどの中間支援を予定している。
また、町が有する林業、脱炭素、生態系保全、防災対策に関するエビデンス情

報や、林業政策、脱炭素政策、生態系保全政策、災害政策に関する最新情報を活
動団体にレクチャーする予定である。さらに、現地の個別背景の理解のために、
治山事業の実施地域や皆伐の現地視察での随行、（必要に応じて）森林資源の計
測のアレンジや随行、個別知識や背景を知る人材の紹介や背景知識の収集の補助
などの中間支援を予定している。
活動団体である愛媛大学においては、この事業を通じて森林林業の理解者が更

に増えることを期待しており、(株)林業商社天空の森においては、第三セクター
でもあることから、まちの林業の発展に資する新たな事業の創出にぜひ繋げてい
ただきたく、中間支援主体としてできうる限りの支援を実施したい。

活動団体の取組へのコメント、中間支援の方針・計画
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